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１． 問題と目的 

近年の日本社会は，晩産化や核家族化，女性の

社会進出や育児の孤立化により，家庭や地域の中

で育児経験を共有することが困難となってきてい

る．また，長時間労働や父親の育児への関わりが

不十分な中で，育児への社会的孤立が生みださ

れ，母親の負担が大きくなってきている．このよ

うな背景の中で，児童虐待は生きづらさの現われ

として，身体的，精神的，社会的，経済的等の要

因が複雑に絡み合って起こると考えられている

（厚生労働省）．平成 27 年に実施された厚生労働

省による調査では，0歳～15 歳の子どもがいる人

を対象に，『子育てをしていて負担・不安に思う

人の割合』が 7割以上となっており，子どもの虐

待は増加傾向である．虐待の背景には複合的な要

因が絡んでおり，虐待をする保護者は様々な困難

や葛藤を抱えている．又，自らの行為を虐待と気

づいていない，認めない場合には，援助自体を求

めないことも推測される．過度の躾として虐待が

繰り返されている場合も虐待は見落とされやす

く，連鎖は後を絶たない．このような虐待の連鎖

を防ぐため，その背景と要因とプロセス，さらに

は虐待の連鎖を断ち切った母親の背景と要因やプ

ロセスを明らかにすることを目的とする． 

２． 方法 

分析方法には，修正版グラウンデッド・セオリ

ー・アプローチ（木下，2003,2007；以下，M-GTA

と略記）を用いた．本研究では，妊娠前，妊娠中，

出産後に焦点を当てた心のプロセスに関する理論

生成を目的としているため，M-GTA での分析方法

がふさわしいと考え選定した．本研究のインタビ

ュー対象者は母親７名であり，その内わけは子育

て中の 30 代 2 名，40 代 1 名，子育てを終了した

40 代 1 名，50 代 2 名，70 代 1 名となった．イン

タビューは半構造化面接とし 2 回行われた．イン

タビューの所要時間は 1 回につき 90 分程度とし

た．具体的な対象者 7名の情報については，虐待

の連鎖に至らなかった母親 3 名（A さん・B さん・

C さん），連鎖をしてしまったが途中から連鎖を食

い止めた母親 1名（E さん），連鎖をしている対象

者 2名（D さん・G さん），連鎖をしていた対象者

1 名（Fさん）である． 

３．結果と考察 

 妊娠前から出産後に焦点を当てた母親の心のプ

ロセスを，M-GTA により分析した結果，以下の

ようなストーリーラインが考えられた． 

 対象者は【原家族の家庭環境】を，当たり前の

事実として捉えている．【幼少期の親子関係】を築

いていく過程で，＜親の前で強く見返す自分＞を

示したり，＜偽善者に見える親＞への気づきを得

て［親への違和感と反抗］という心情が芽生える

ケースがある一方で，［共依存問題］を抱えながら

［原因は自分なので無でやり過ごす］という対処

法で子ども時代を切り抜けていくケースがある．

【出産前後の不安感】では，出産前と後で不安の

質に違いがある．出産は＜親を一人の人間として

みる＞きっかけとなり，［母となり見えてくる世界］

として視野が広がってくる．しかしながら，産後

は［桁違いの苦しみ］が経験される． 

 苦悩を抱える中で，対象者の親と【対話できな
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い原因は自分にない】という気づきが芽生えてく

る．出産後に我が子の世話が始まると，自らを育

てた［親の育児への疑問］が浮上してくる．この

疑問と対面する対象者は，子供時代に［親への違

和感と反抗］を抱いていた者及び，［親への違和感

と反抗］を抱えつつ［原因は自分なので無でやり

過ごす］方法で親と接していた対象者である． 

 一方で，育児中も対象者の親に対して［親の育

児への疑問］が湧くことは無く，成長していく［子

供の自我を喜べない］という感情に直面する対象

者がいる．［子供の自我を喜べない］気持ちと対面

する対象者は，幼少期より親との［共依存問題］

を抱えつつ，虐待される［原因は自分なので無で

やり過ごす］子ども時代を過ごしており，［親への

違和感と反抗］は示されなかった． 

 子育てが開始される段階で，各々の対象者にお

いて【虐待に対する認識の違い】に差が出てくる

のがこの段階である．連鎖してしまう対象者は，

［嫌だった経験を連鎖する謎］を抱えている．こ

の謎に対して自分の繰り返している虐待行為に共

感できる［真の理解者は母のはず］であると思い，

母親に直面化した結果，対象者の親から心からの

謝罪を受け取れる場合には［真の謝罪で満たされ

る心］に繋がっていく． 

 総じて，虐待の連鎖を［しない決断］をした対

象者にも連鎖してしまった対象者においても，［自

責と子どもへの罪悪感］は大なり小なり存在して

いる．また罪悪感と共に［子どもの世界を知る］

ことになる．［虐待を意識できない］または［意識

されないと当然の躾］として虐待の連鎖をしてい

た対象者においては，自責や罪悪感が強いが故に，

対象者の子どもへの【謝罪の気持ちの行動化】が

促される．謝罪をした親と子どもの対話が持たれ

た後は，【子どもへ寄り添う思考】が見えてくる． 

 上記とは対照的に［親の育児への疑問］を感じ

［（虐待）しない決断］ができた対象者において

は，自責や罪悪感は弱く，［虐待しなかった自分

への達成感］を子育て終盤に感じられる．このよ

うに対象者は，幼少期からの心情を経て出産，育

児を通じ様々なプロセスを辿っていく．しかし最

終的に母親となった対象者は，子どもへの謝罪や

子育て達成感の有無に関わらず，自分の育てた子

どもが，親である自分に対して抱く気持ちがすべ

ての結果であると結論付けた．そして徐々に【自

分を大切にする気持ち】が生まれてくる．しかし

対象者の親から心からの謝罪が得られ一部の苦し

みが解き放たれたとしても，［漠然とした育児不

安］や［重なる自分と怒りの渦］［虐待親の苦し

み］［自責と子どもへの罪悪感］が解消されるこ

ととは無関係である．それゆえ，対象者の［一生

続く自分との戦い］は【終わらない苦悩】のよう

に考えられる． 

上記で明らかとなった分析を踏まえた上で，主

に以下の点から考察した． 

① 『真の謝罪を巡る親子の心の構造について』 

虐待の謝罪という行為においては，謝る親側の

気持ち，受け取る子ども側の気持ちの相互作用ぬ

きでは語ることができない．分析から得られたデ

ータを基に親子の心の構造について考えること

で，親子間の対話に繋がらない原因，謝罪を受け

たことで解決される子どもの心，謝罪を受けても

続く葛藤について明らかとなった． 

② 『連鎖した対象者と連鎖しなかった対象者と 

の違い』 

連鎖しなかった対象者は，幼少期から［親から

の違和感や反抗］を抱いており，その気持ちは産

後子どもの育児を経験するなかで対象者の［親の

育児への疑問］へと繋がっていた． 

③ 『内省力の高低が虐待の連鎖と繋がらないと 

考える理由』 

先行研究では，虐待を繰り返さなかった親は，

親にされた子育てについて振り返る力に長けてお

り，されて嫌だったことを意識するという内省力

が高いと指摘されているが，今回の分析から，虐

待を意識できない原因は，対象者本人の幼少期に

おいての親への感情や心理的対処の違いから否応

なく生じるものではないかと考えられた． 

４．まとめと今後の課題 

 今後は本研究で明らかとなった虐待の連鎖を

断ち切った母親の特徴と要因をふまえ，連鎖を続

けている親に対し，幼少期に抱けなかった違和感

を実感できるようにする支援による感情変容プロ

セスを検証していきたい． 
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